
MKBFU�P���o~�,kZ~�

8;DO8�/LXBR�.�"39IL�=SX�x��_

{���

�f�b�bY�bjle]�gw

MKBFU�Pcs^t������	
��t`u��

��,�m+�7(�n�&/�

�r�+�/�3|!� +!-�� �
��z/�6y��

　　　- James Brown
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�		年　菅が東大$� に特許を申請、起業の話が始まる
�		�年　東大エッジキャピタル�%$���の紹介で窪田�現社長�と出会う
�		�年　菅・窪田・内田の３人で出資、ペプチドリーム社設立�� �内�
�		�年　リード博士�現�# �入社
�		�年　第１次増資：エンジェルからの投資
�		�年　第２次増資：%$��・住商ファーマ投資
�		�年　��$�現�,+�2293,��786(',3,*(�と契約
�	
	年　�4:(6807と契約��中外製薬・アステラスと小規模契約�
�	

年　��#��!>=,6���2.,3��田辺三菱製薬と契約��これらの企業とは契約解消�
�	
�年　�#���第一三共製薬と契約���786(',3,*(と再契約
�	
�年　�4:(6807と再契約およびライセンス契約���4:(6807と持ち株契約�増資�
�	
�年　マザーズ上場　時価総額
			億円規模
�	
�年　��#と再契約およびライセンス契約���57,3と共同研究契約

��10��011<との契約
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• Not more than 5 hydrogen bond donors 
(nitrogen or oxygen atoms with one or more hydrogen atoms)
•  hydrogen bond acceptors (nitrogen or oxygen atoms)
• A molecular mass less than 500 daltons
• An octanol-water partition coefficient[5] log P not greater than 5

Lipinski rule of 5

1,000 1,500 2,000 150,00010,0002,500 30,000

�06(�241,*91,7

�0414.0*7#2(11�241,*91,7

�380)4+0,7#2(11�5648,037
"�������(58(2,67



-%MKBFU�P6�h#'�

☞ 技術を社会に還元する「夢」�%32,8�2,+0*(1�3,,+7に報える�

☞ �		年当時「特殊ペプチド創薬」が製薬会社にまだ認められていなかったから
&07043(6<��夢的な��創薬アプローチであった��!647��競合は極めて少ない�

☞ プラットフォーム技術であったから
特許戦略が建てやすい��!647��パッケージで特許を固め�優位に契約できる�

☞ 自分の技術を信じていたから

☞�アカデミアの自由研究を守るため��完全にビジネスと分離する�
産学連携では本当に価値のある成果が出た時は論文として発表できない
学生やポスドクに産学連携研究をさせるのは無理！
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大学側からみたメリット・デメリット
☞ 大手製薬会社への技術ライセンスアウト

!647���短期間�アップフロント�でライセンス収入がある�かもしれない�
�437��排他的契約を好む
　　　いきなりパッケージではライセンスし難い
　　　特許を塩漬けされる可能性あり

☞ ベンチャー起業への技術ライセンスアウト
�437��短期間�アップフロント�でライセンス収入はない

�$� は対価としてストックオプションで株として受け取る�
!647���技術の最大活用ができる�パッケージとしての特許価値を高める�
　　　上場を果たした際にストックオプションを行使できる
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☞ 創業者�人が初期投資、その後エンジェル�友人�肉親等�から資金を調達
!647���創業者・エンジェルの利益を最大にし、経営権を握る
�437��経営は苦しい
������基礎研究をする資金はない

☞ 第２次増資��キャピタルからの資金は
億円の投資で��の株式シェア
!647���経営権は握られない
�437��継続的な資金調達はしてもらえない

☞ 運営資金は外部企業との契約による調達しか道がない
☞ $� へのライセンス費用

ライセンス費用は低くセットしてもらうように交渉
!647���最大の対価はストックオプション�新株予約券�で支払う
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☞ 上場寸前までの�	

年までは、全ての事務を�� が
人でこなす
ケチドリーム�
企業当初の事務器具は全て中古��先端研内で廃棄処分になった器具�

☞ 製薬企業との交渉は、ビジネスは�� が、技術は�# がこなす
�菅社外取締役の役割は、第
回目の技術交渉に出席すること�

☞ �	
�年に上場経験のある財務関連�人を雇用し�内
名は�� に就任�上場に備えた

☞ 菅の役割は、国内外の広告塔�
企業からの興味を惹き付け、契約のイニシャティブをとる
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☞ 東大内にある独立した会社��独立行政法人化後に設立�
東大$� ��東大先端研が設立��産学連携本部とは別枠�

・東大発の技術の特許化
・特許の移転先の探索

%$����東大が連携するキャピタルファンド
・投資機関からファンドを集め、技術移転企業に投資・設立に関与
・東大発ベンチャー以外の企業にも投資
・投資により株式を保有

☞ 上場により利益
東大$� ��ストックオプションを株式に換え、売却益を得る
東大はルールに則り利益を分配

%$����株式売却益を得る。ただし、大半は投資組合に返却
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☞ ペプチドリームと菅�研�は共同研究契約を締結している
ただし、共同で国家研究費は取らない��利益相反の温床を避ける�
あくまで、技術移転�菅研➾!�の一方通行�の迅速化のため

☞ ペプチドリームが進める事業には菅�研�は直接関与しない
事業内容は、菅研といえども全く知らない
�知っているのは秘密保持契約を結んでいる菅のみ�

☞ 菅は東大規則に則り、利益相反レポートを半年に一度提出

☞�菅は!�社の社内情報を東大には提供しない旨の覚書を提出
�インサイダー取引を避けるため�
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☞ 基礎研究をビジネスに結びつけることは、悪いことではない�
結びつけたことにより、サイエンスの価値が下がる訳ではない

☞ 成功すれば皆がハッピー��
発明者はもちろんのこと、投資家、大学・研究機関・部局、全員が潤う

☞ ただし、アカデミアとしてビジネスを全面に出すように振る舞いはすべきでない
例えば、研究成果の新聞発表等で宣伝しまくる　それにより研究費を集める等

☞「夢と野望」をどう扱うか��バランスを取るか�
アカデミア発のアントレプレナーとしてはそれが大切である�
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　　　- Steve Jobs


